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『銀河鉄道の夜』は、宮沢賢治（以下、賢治）
の代表作の一つといわれ、あまりにも有名な
作品である。また、そのテーマについては、後
述するようにさまざまな視点から考察されてい
る。筆者も、まだ心理療法の世界を知る前から
この作品に触れ、その瞑く、深いかなしみに満
ちた物語を読み終えるたびに、自身のこころが
浄化され、なにか生きる支えをえたような感情
が湧き、不思議な魅力を感じてきた。そして、
心理療法を学び始め、その初期から終結にいた
るクライエントの心の過程について、とくにそ
の終結においてクライエントにもたらされる意
識（以下、この意識を本論文では「終結像」と
よぶ）を研究していくなかで、筆者の中でそれ
が、『銀河鉄道の夜』の主人公ジョバンニの心
の帰結に重なってくるように思えてきたのであ
る。
河合隼雄（以下、河合）は、事例研究の意義
について、事例報告は報告者が「語る」ところ
に大きい意味があり、それは物語なのであって、
優秀な事例報告が、個々の事実をこえて、普遍
的な意味をもつのは、それが「物語」として提
供されており、その受手の内部にあらたな物語
を呼び起こす動機を伝えてくれるからなのであ
ると述べている１）。そうであるならば、逆に「物
語」を優秀な事例報告という視点で見た場合、
その物語における主人公の内的過程を、かなし
みを抱えた一人のクライエントの心の過程と見
ることもできるのではないのだろうか。そうい
う視点は無粋であるかもしれないことも承知し
つつ、賢治が法華経の熱心な信者であったこと
も踏まえ、『銀河鉄道の夜』を、心理理学的視
点ならびに仏教思想的視点から、考察をすすめ
ていきたい。
ところで、この『銀河鉄道の夜』として、一
般に読み継がれている作品が、第 4稿であり、
「最終形」と呼ばれていること、それ以外に 3
稿が残っていて、第 3稿の作品も完成度が高く
「初期形」と呼ばれて存在していることまでは、
あまり知られていないのではないだろうか。本
論文では、この第 3稿と第 4稿の内容を比較し、
その変化を見ながら、その中で「終結像」の観
点から、『銀河鉄道の夜』の主人公である「ジョ
バンニ」の帰還とその心的状態を考察したいと
考えている。まず、考察を進めていく上で重要
と思われる部分を中心にまとめた第 4稿「最終
形」２）のあらすじを紹介する。
1.　あらすじ
物語は、学校での午後の授業場面から始まる。
授業が終わって学校をでてもジョバンニは家に
は帰らず、大きな活版処に入って六時すぎまで
仕事をし、それから家へと向かった。家では母
が床に臥している。パンを食べながら母と父の
話をする。父は監獄へ入っているとのうわさが
あるのだ。それからジョバンニは、牛乳をとり
にいくために家を出た。途中で同級生のザネリ
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達とすれちがい、心ない言葉を投げつけられ、
ジョバンニはなんともいえずさびしくなって、
いきなり走り出し黒い丘へ急いだ。ジョバンニ
は、頂きの天気輪の柱の下に来て、つめたい草
のうえに身を投げ出した。ケンタウルス祭を楽
しんでいるであろう人びとのことを思うと、何
ともいえずかなしくなって、また眼をそらに挙
げた。
するとすぐうしろの天気輪の柱が輝きだし、
どこかで、銀河ステーション、銀河ステーショ
ンというふしぎな声がしたかと思うと彼自身も
まばゆい光につつまれた。気がつくと、夜の軽
便鉄道の、小さな黄色の電燈のならんだ車室に
座っている。すぐ前の席に、ぬれたようにまっ
黒な上着を着たせいの高い子どもがいた。カム
パネルラだった。
白鳥の停車場をすぎて「鳥を捕る人」が現
れ、そして、いつの間にか彼が消え去ったあ
と、黒い洋服をきちんと着たせいの高い青年と
十二ばかりの女の子と六つばかりの男の子が現
れた。氷山にぶつかって沈んだ船に乗り合わせ
たのだ。サウザンクロスが近づき、彼らはおり
る支度をはじめる。「あたしたちもうこゝで降
りなきゃいけないのよ。こゝ天上へ行くところ
なんだから」「天上へなんか行かなくたってい
いぢゃないか。ぼくたちこゝで天上よりももっ
といゝとこをこさへなけぁいけないって僕の先
生が云ったよ」「あなたの神さまってどんな神
さまですか」青年は笑いながらいった。「ぼく
ほんたうはよく知りません、けれどもそんなん
でなしにほんたうのたった一人の神さまです」。
サウザンクロスに着き、彼らは下車する。「カ
ムパネルラ、また僕たち二人きりになったねえ、
どこまでもどこまでも一緒に行かう」ジョバン
ニはいった。「あ、あすこ石炭袋だよ。そらの
孔だよ」カンパネルラが少しそっちを避けるよ
うにしながら、天の川のひととこを指さした。
ジョバンニはそっちを見てまるでぎくっと
してしまった。天の川の一とこに大きなまっく
らな孔がどほんとあいている。その底がどれほ
ど深いのかその奥に何があるのかいくら眼をこ
すってのぞいてもなんにも見えずただ眼がしん
しんと痛む。「僕はもうあんな大きな暗の中だっ
てこはくはない。きっとみんなのほんたうのさ
いはいをさがしに行く。どこまでもどこまでも
僕たち一緒に進んで行かう」「あゝきっと行く
よ。あゝ、あすこの野原はなんてきれいだらう。
みんな集ってるねえ。あすこがほんたうの天上
なんだ。あっあすこにゐるのぼくの母さんだよ」
カムパネルラは俄かに窓の遠くに見えるきれい
な野原を指して叫んだ。
ジョバンニもそっちを見たけれど、そこはぼ
んやり白くけむっているばかりで、何ともいえ
ずさびしい気がしてぼんやりとそっちを見ると
向うの河岸に二本の電信ばしらが丁度両方から
腕を組んだように赤い腕木をつらねて立ってい
た。
「カムパネルラ、僕たち一緒に行かうねえ」
ジョバンニがこういいながら振り返ってみる
と、そのいままでカムパネルラの座っていた席
にもうカムパネルラの形は見えずたゞ黒いびろ
うどばかりひかっていた。ジョバンニはまるで
鉄砲丸のように立ちあがり、誰にも聞こえない
ように窓の外にからだを乗り出して力いっぱい
はげしく胸をうって叫びそれからもう咽喉いっ
ぱいに泣きだした。
ジョバンニは眼をひらいた。もとの丘の草
の中につかれてねむっていたのだ。胸は何だか
おかしく熱り頬にはつめたい涙が流れていた。
ジョバンニは、一さんに丘を走って下りた。町
へもどり川へかかった橋の方を見ると、人だか
りができている。カムパネルラがザネリを助け
るために溺れたのだ。下流の方は川はゞいっぱ
い銀河が巨きく写ってまるで水のないそのまゝ
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のそらのように見えた。ジョバンニはそのカム
パネルラはもうあの銀河のはずれにしかいない
というような気がしてしかたがなかった。
俄かにカムパネルラのお父さん（以下、博士）
がきっぱりいった。「もう駄目です。落ちてか
ら 45 分たちましたから」。ジョバンニは思わず
かけよって博士の前に立った。博士は叮ねいに
礼を述べ、ジョバンニの父の帰りが近いこと、
また、あした放課後うちへ遊びに来てほしいと
告げた。ジョバンニは、いろいろなことで胸が
いっぱいでなんにもいえずに、早くお母さんに
お父さんの帰ることを知らせようと思うともう
一目散に河原を街の方へ走った。
2.　『銀河鉄道の夜』をめぐる諸説
2-1.　ジョバンニとカムパネルラ
多くの論者は、ジョバンニに作者賢治の内面
が投影されているとする。カムパネルラについ
ては、多田幸正（以下、多田）によれば、賢治
の妹とし子とする説と、信仰上の訣別を余儀な
くされた親友保坂嘉内を想定する説の 2説ある
とされる３）が、実生活上の事件や体験と作品
行為とは、ぬきさしならぬ深い関係をもちなが
らも、本質的には峻別されるものであり、ジョ
バンニはギリシャ神話のオルペウスであるとす
る説４）等もある。
多田自身は、カムパネルラは、青森挽歌を
はじめとする一連の挽歌詩や「手紙四」などと
の関連から、やはり妹とし子とするのが至当５）
としているが、筆者にもそのように思われる。
これらの作品から、賢治が妹とし子の死をどれ
ほど悼んだか、そしてそのことと『銀河鉄道の
夜』との深いつながりが感じられるのである。
2-2.　モチーフ・テーマ
佐藤泰正（以下、佐藤）の取り纏めているも
のに拠って、幾つか紹介したい。
天沢退二郎は、『銀河鉄道の夜』がおそらく
は作者の意識的構図としてではなく、オルペウ
ス神話の典型的な型を踏襲していることが意味
を持ち、死んでいくカムパネルラはオルペウス
の妻エウリュディケであり、彼を愛し死の国を
ともに旅しながらついに相手を見失って現実の
世界へ戻るジョバンニがオルペウスであるとす
る。
また中村文昭は、そこにひとつの〈詩人〉の
誕生をみる。ジョバンニの上昇は、オルペウス
の下降であり、そこでは、冥府への旅立ち、下
降が、夜空へと反転する。しかもひとが銀河鉄
道の夜があり、そのむこうに、また夜があると
感じることをしいられているとすれば、人間の
営みとはこの『銀河鉄道の夜』と夜の間で、旅
人として苦悩し笑い許し憎しみ動揺することに
ほかならず、かくしてジョバンニはその旅の果
て、一枚の切符（オルペウスの竪琴）をにぎっ
て冥府の旅から地上へと回帰し、この世界の夜
の詩人となるとする。
佐藤によれば、これらの説がある一方で、多
くの論者は、初期形にある「みんながカムパネ
ルラだ」というテーゼこそ、賢治がながく引き
ずってきた重く深いモチーフであり、主想の核
心そのものでもあるとする。一斑として、この
賢治の童話ばかりか彼の文学の集大成ともいう
べきこの作品が、賢治の諸特質－幻想性、宗教
性、科学性、劇性、等々の、綯いあわされ、一
体化された一大交響詩であり、しかも特殊から
普遍へという訪問において、人間の根源的なあ
りかたを問おうとした「往相」ならぬ、「還相」
的志向を示したものであるという説がある。ま
た、ジョバンニの魂の彷徨こそは作者畢生の思
想の軌跡を物語るものであるという説や、賢治
の芸術の原質的な根柢を探索するには最も重要
な鍵ともなる作品であるという説もある。そし
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て、賢治の全作品と全生涯をとおしてくりかえ
し現れる 4つの原主題、詩想も論理も信仰も実
践もすべてくりかえしそこに回帰しまたそこを
出発してゆく原的な主題の連環に他ならないこ
と、即ち〈自我の羞恥〉〈焼身幻想〉〈存在の祭
りの中へ〉〈地上の実践〉という主題の集約で
あるという説など、これを賢治の根源的主題の
集約とみる論は多いとする。さらに、多くの評
家は賢治の分身のジョバンニの孤独に注目しつ
つ、またそこに〈孤独なる求道者〉〈永遠の求
道者〉としてのジョバンニをよみとろうとする
と、佐藤は纏めている６）。
また、『華厳経』にある「入法界品」、すなわち、
普賢菩薩の導きによって、善財童子が南の国へ
と旅立ち、53人の「善知識」を巡り、最後に
悟りに至るという一種の宗教的寓話であるが、
これになぞらえ、賢治の妹とし子に託した普賢
行を自ら地上で実践しようとするに至る、賢治
流の「入法界品」であったとする説７）もある。
筆者が、この物語を読んで最初に浮かんだ
のは、「中有」の状態の中、カムパネルラの死
出の旅に、互いを思う気持ちに引き寄せられて
ジョバンニが同行したのだという思いである。
「中有」とは、仏教の輪廻の思想により、人の
没後、次の六道（天上、人間、修羅、畜生、餓
鬼、地獄）中のいずれかの世界に生まれ変わる
かが決まるまでの元の生と次の生との中間的な
状態のことをさす。その旅中にさまざまな人た
ちと出会うことにより、「みんなのほんたうの
さいはひ」をめざすジョバンニの自覚は深まっ
ていく。その姿は、賢治流の「入法界品」であっ
たともいえるし、また、結局はカムパネルラと
別れなければならず、中有の旅を終え現世にも
どってきた姿は、ギリシア神話のオルペウスが、
死んでいく妻、愛するエウリュディケと死の国
をともに旅しながらついに相手を見失って現実
の世界へ戻る姿と酷似している。そこに横山博
の言うように、「この世とあの世の境涯は人智
をもってしても神々の力をもってしても踏み越
えられないものであること」を示唆する８）と
いう意味を読み取ることもできると思われる。
また、河合は、『銀河鉄道の夜』を賢治の臨
死体験の視点から語っている。その記述に、ムー
ディ（Moody, R.）による臨死体験の記載と一
致または類似するものがあまりにも多いことを
あげ、賢治の場合は、常人のような悲しみや嘆
きの段階を通り越し、彼の類稀れな宗教性のた
めにムーディの記述しているように臨死体験を
もつことになったのではないかとしている９）。
筆者が感じた「中有」の中をともに旅したとい
う印象とほぼ重なるもののように思われる。
2-3.　初期形と最終形
2-3-1.　初期形の消失部分
前章で紹介したのは第 4稿「最終形」のあら
すじである。そして、これとは違う内容の第 3
稿「初期形」があることも本論文の始めに述べ
た。最終形と初期形が異なる点で大きなものは、
①冒頭の新たな 3つの章（午后の授業、活版所、
家）が最終形に加えられたこと、②初期形にあっ
たジョバンニと「黒い大きな帽子をかぶった青
白い顔の瘠せた大人」（以下、「黒い帽子の大人」）
および「ブルカニロ博士」とのやりとりが最終
形では消失したこと、③最終形の結末における、
初期形にはなかった部分の追加（カムパネルラ
が溺れたこと、カムパネルラの父親が現れ、ジョ
バンニに彼の父親が帰ってくることを告げたこ
と）である。
この初期形から最終形への移行による消失部
分については、初期形にあった「みんながカム
パネルラだ」というテーゼの消失、すなわちジョ
バンニと「黒い帽子の大人」および「ブルカニ
ロ博士」とのやりとりの消失を中心としてさま
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ざまな論が展開されている。以下、多田の取り
纏めに拠って紹介する 10）。
（1） 佐藤通雅説－個から類へ昇華することに
よって回生が可能になったという、初期
形における最も重要なテーマが欠落した
こと」により、後期形（最終形－引用者）
のテーマがカムパネルラの死と父の帰還
に移っていることは明らかである 11）。
（2） 小沢俊郎説－最終形だけを読んだ場合、
ジョバンニが『みんなの幸』を求めて進
む求道者として描かれてはおらず、そこ
にはさびしく孤独なジョバンニがあるだ
けである 12）。
（3） 佐藤泰正説－最終形では、この作品の夢
をつらぬく倫理の衝迫は抑止され、何故
それが夢からの帰還でなければならぬか
という倫理的モチーフ、往相から還相へ
のモチーフは消されたとしながらも、そ
の倫理的主題の核が全く消え去ったわけ
ではないとみる 13）。
（4） 西田良子説－最終形から、初期形で重要
な役割をしめしていた「セロのような声」
（「その実験の方法さへきまればもう信仰
と化学と同じやうになる」「おまへの実
験はこのきれぎれの考のはじめから終
りすべてにわたるやうでなければいけな
い」といった実験者の言葉）は、すべて
削除されたが、ジョバンニが自ら決意し
た『僕たちしっかりやろうねえ』『どこ
までもどこまでも僕たち一緒に進んで行
かう』という、菩薩行を目指す言葉だけ
は、そのまま残されていることを指摘し、
晩年の賢治は、〈証〉や〈智慧〉よりも
〈一念発起〉〈菩薩行〉を優位に考えるよ
うになったとする 14）。
（5） 原子朗説－天上界でカムパネルラが姿を
消す直前、ジョバンニが「けれどもほん
たうのさいはいは一体何だろう」といい、
カムパネルラも「僕わからない」と答え
ているが、その、まだわからない『さい
はひ』を、追究することは、ひとり地上
に降り立ったジョバンニのこれからの仕
事であることを、この童話（最終形を指
す－引用者）は自明のこととして敢えて
書かない 15）。
そして多田自身は、賢治にこのような求道
者ジョバンニを一貫して描く意図があったのな
ら、目覚め後（現実帰還後）の決意表明を別の
表現にするなど、何らかのかたちで残してもよ
かったように思われるが、それをしなかったの
は、賢治自身の信仰との関わり、特に彼の理想
とする菩薩行のありようとつながるものがある
とし、賢治の信仰の深まり－内に菩薩の行を
し、羅䉩羅の密行を理想とする信仰の深まりが、
ジョバンニの決意、特に目覚め後の声高な決意
表明を不要としたとする。羅䉩羅の密行とは、
釈迦の嫡子で、父親の釈迦を師と仰ぐ、釈尊十
弟子の一人である羅䉩羅が自分のすぐれた知恵
を内に隠し、外には愚者のようにふるまったこ
とをさす。
このように、倫理モチーフが消え去ったか、
残っているのか、あるは観念性と現実性のどち
らを評価するのか等、さまざまな観点から、初
期形から最終形への改稿を肯定的に捉えるか、
否定的に捉えるかが論じられている。
以上の諸説をふまえて次項では、初期形につ
いての筆者の考えを述べたい。
2-3-2.　初期形
まず初期形を読んで感じられるのは全編を
通じて流れるその深い冥さである。それはまず
ジョバンニの孤独な環境や心境として表され
る。（以下、Ⓐ～Ⓔの箇所については、後で最
終形の対応箇所との比較で考察する）。
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Ⓐ「ジョバンニ、お父さんから、らっこの上
着が来るよ」その子が投げつけるやうにうしろ
から叫びました。ジョバンニは、ぱっと胸がつ
めたくなり、そこら中きぃんと鳴るように思ひ
ました。なぜならジョバンニのお父さんは、そ
んならっこや海豹をとる、それも密漁船に乗っ
てゐて、それになにかひとを怪我させたため
に、遠くのさびしい海峡の町の監獄に入ってゐ
るといふのでした。ですから、今夜だって、み
んなが町の広場にあつまって、一緒に星めぐり
の歌をうたったり、川へ青い烏瓜のあかしを流
したりする、たのしいケンタウル祭の晩なのに、
ジョバンニはぼろぼろのふだん着のままで、病
気のおっかさんの牛乳の配られて来ないのをと
りに、下の町はづれまで行くのでした。
Ⓑあゝ、もしぼくがいまのやうに、朝暗いう
ちから 2時間も新聞を折ってまはしにあるいた
り、学校から帰ってからまで、活版処へ行って
活字をひろったりしないでもいいやうなら、学
校でも前のやうにもっとおもしろくて、人馬
だって球投げだって、誰にも負けないで、一生
けん命やれたんだ。それがもういまは、誰もぼ
くとあそばない。ぼくはたったひとりになって
しまった。
Ⓒお母さんは、ほんたうにきのどくだ。毎日
あんまり心配して、それでも無理に外へ出て、
キャベヂの草をとったり燕麦を刈ったりはたら
いたのだ。あの晩、おっかさんは、あんまり動
悸がするからジョバンニ、起きてお湯をわかし
てお呉れと云ってぼくをおこした。おっかさん
が、ぼんやり辛さうに息をして、唇のいろまで
変ってゐたんだ。ぼくはたったひとり、まるで
馬鹿のやうに、火を吹きつけてお湯をわかした。
手をあたためてあげたり、胸に湿布をしたり、
頭を冷したり、いろいろしても、おっかさんは
たゞだるさうに、もういゝよといふきりだった。
ぼくはどんなに、つらかったかわからない。
Ⓓ「今晩は、ごめんなさい」ジョバンニはまっ
すぐに立ってまた叫びました。するとしばらく
たってから、年老った下女が、横の方からバケ
ツをさげて出て来て云ひました。「今晩だめで
すよ。誰も居ませんよ」「あの、今日、牛乳が
僕んとこへ来なかったので、貰ひにあがったん
です」ジョバンニが一生けん命勢いよく云ひま
した。「ちゝ、今日はもうありませんよ。あし
たにしてください」下女は着物のふちで赤い眼
の下のとこを擦りながら、しげしげジョバンニ
を見て云ひました。「おっかさんが病気なんで
すがないんでせうか」「ありませんよ。お気の
毒ですけれど」下女はもう行ってしまひさうで
した。「さうですか、ではありがたう」ジョバ
ンニは、お辞儀をして台所から出ましたけれど
も、なぜか泪がいっぱいに湧きました。
Ⓔぼくはどこへもあそびに行くとこがない。
ぼくはみんなから、まるで狐のやうに見えるん
だ。
以上（Ⓐ～Ⓔ）のような環境・心境を背景と
して、ジョバンニは、深い孤独感をいだきなが
ら、丘の上、天気輪の柱まで導かれ、つめたい
草の上に身を投げ出す。
ぼくはもう、遠くへ行ってしまいたい。み
んなからはなれて、どこまでもどこまでも行っ
てしまいたい、それでももしカムパネルラが
いっしょに来てくれたらどんなにいいだろうと
思いながら。すると、どこか遠くのもやの中か
ら、セロのようなごうごうした声が聞こえてく
る。「黒い帽子の大人」の声か、あるいは「ブ
ルカニロ博士」の声だ。この声から、銀河鉄道
の旅がはじまる。それは、ジョバンニの深い孤
独感とカムパネルラの死、そして 2人の互いを
思う気持ちにより、こころの深い領域、ユング
心理学的にいえば普遍的無意識の領域からの呼
びかけと接触がはじまったというように感じら
れる。そして、その領域から生じた「救済者」
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のより深い層のイメージが、「黒い帽子の大人」
であり、より表層のイメージが「ブルカニロ博
士」のように思われる。
カムパネルラの死出の旅路へのジョバンニの
同行がはじまる。その中で二人はさまざまな出
会いを経る。「鳥を捕る人」との出会いと彼へ
の思い、そして「家庭教師の青年と幼い姉弟」
との出会いの中で感じた、みんなの幸への思
いへと、ジョバンニの求道者としての自覚は深
まってゆく。その中で最初から一貫して存在し、
しかももっとも深い思い、それはどこまでもど
こまでもカムパネルラと一緒に進んで行きたい
ということだった。そして、石炭袋が見えてく
る。
「あ、あすこ石炭袋だよ。そらの孔だよ」
カムパネルラが少しそっちを避けるようにし
ながら指さした方向には、天の川の一とこに
大きなまっくらな孔がどほんとあいていた。
その底がどれほど深いかその奥に何があるか
いくら眼をこすってのぞいてもなんにも見え
ずただ眼がしんしんと痛むのだった。ジョバ
ンニがいった。「僕もうあんな大きな暗の中
だってこはくない。きっとみんなのほんたう
のさいはひをさがしに行く。どこまでもどこ
までも僕たち一緒に進んで行かう」「あゝきっ
と行くよ。あゝ、あすこの野原はなんてきれ
いだらう。みんな集ってるねえ。あすこがほ
んたうの天上なんだ。あっあすこにゐるのぼ
くのお母さんだよ」カムパネルラは俄かに
窓の遠くに見えるきれいな野原を指して叫ん
だ。
ジョバンニもそっちを見たけれど、そこは
ぼんやり白くけむっているばかりで、何とも
いえずさびしい気がしてぼんやりとそっちを
見ると向うの河岸に二本の電信ばしらが丁度
両方から腕を組んだように赤い腕木をつらね
て立っていた。
この、銀河鉄道の旅の最終地点となった「石
炭袋」と「ほんたうの天上」が現れた後、その
「ほんたうの天上」があるはずのところにジョ
バンニが見た「向うの河岸に二本の電信ばしら
が丁度両方から腕を組んだように赤い腕木をつ
らねて立っていた」という風景について、また
この瞬間にカムパネルラが消え去ったことにつ
いて、福島章（以下、福島）は、このジョバン
ニの見た赤い腕木をつらねたイメージは、けっ
して意識にのぼらせてはならない願望、たとえ
象徴的な形でさえも夢みることが禁じられてい
る種類の願望であり、腕木の赤い色は危険性を
暗示し、情念の強い負荷を象徴しているのであ
り、このイメージは、ジョバンニのカムパネル
ラに対する恋愛感情、すなわちエロス的な意味
における結合の願望にほかならないとする。ま
た、カムパネルラに対するジョバンニの、ほと
んど恋愛的ともいうべき感情は、とし子に対す
る賢治の愛の投影であり、それゆえ、近親愛的
な願望が賢治の心象風景に侵入したとき、賢治
ははげしくそれを否定し、幻想の世界に唐突な
ピリオドを打ち、初期形では青白いやせたブル
カニロ博士の理屈っぽい話でこの幻想の物語を
しめくくったのではないかと述べている 16）。
さらに、福島は、この賢治のとし子に対する
愛情への固着について、賢治の父との共生的な
関係をあげている。自分が病気になってまで賢
治につくす父の意に反して、異性の愛を得、父
から独立した一個の男性となることは、賢治に
耐えがたい罪悪感をひきおこし、しかしその一
方でそれは必死に賢治が逃れようとしたもので
もあるというアンビバレントな状況の中、賢治
が性愛の対象となりえない異性、すなわち母や
妹と深く結びついたのは自然なことであったと
する 17）。
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ここで福島の述べる近親性愛タブー（インセ
スト・タブー）の力は大きく、近親愛的な願望
が意識をかすかによぎったために、賢治にカム
パネルラを消失させジョバンニの銀河鉄道の旅
を終わらせる程のものである。しかし、それは
単に忌避され抑圧されるべきものであろうか。
ユング派のスタイン（Stein, R）は、近親愛的
な願望とそのタブーについて、近親性愛の願望
の具体的な実現は、魂の死、退行、人としての
変容を妨げるものであるが、近親性愛の問題の
核心には、意識の誕生によって強制された個と
個の分離と自－他という二元性の成立以前の状
況への回帰願望があるとし、それは自分が原初
的に一人である状態に戻ること、つまり、再び
全体となることへの永遠のあこがれがあるとす
る。インセスト・タブーは、両親との関係で、
父母間の結合を神聖化するために作用し、神聖
な一組の男女の聖なる結合、すなわちヒエロス
ガモス（聖なる結婚）としての元型的イメージ
の形成を刺激するものであり、このようなイ
メージは、心理的に成長し、人間として完成
するために必要欠くべからざるものであるとす
る。また、兄（弟）－妹（姉）関係のタブーは、
具体的な性結合を禁止するために作用し、心理
的には、これは、子どもの想像力を刺激して、
エロス的でロマンティックなイメージを伴う人
間の魅力を創り出すように作用するとする 18）。
たとえ福島の言うように近親愛的な願望の要
素があり、インセスト・タブーが働いたとして
も、同時にその基底には、スタインの言う人間
の全体性への感覚、「聖なる結婚」という元型
的イメージが動いていると筆者には思われる。
この銀河鉄道の旅の最終地点である「石炭袋」
と「ほんたうの天上」の近くでカムパネルラが
消え去らねばならなかったことは、生と死を分
かつ厳然とした境界が存在し、死後の世界（カ
ムパネルラの場合は、「ほんたうの天上」）に別
れてゆかねばならないカムパネルラと、その境
界を越えてなお、「どこまでもどこまでも一緒
に進んで行きたい」とジョバンニが願うならば、
それまでの意識状態、すなわち、自－他を分離
しそれぞれが実体的にあるものと思い執着する
という通常の意識ではそれは叶わないことを示
しているように思われる。つまり、ジョバンニ
はその通常の意識を超えることができず、カム
パネルラにそれ以上同行することができなかっ
たのである。そのようなこころの最深奥の領域
にジョバンニは近づいたのであり、その領域を
象徴するものが、「石炭袋」なのではないだろ
うか。このことについては後述する。
カムパネルラは失われた。ジョバンニはまる
で鉄砲丸のように立ちあがり、力いっぱいはげ
しく胸をうって叫びそれからもう咽喉いっぱい
泣きだした。もうそこらが一ぺんにまっくらに
なったように思えた。このまま旅が終わって、
もとの現実世界へと戻ったならば、ジョバンニ
はもう以前のような生活を送れなかったのでは
ないかと思えるほど、こころの基底を失ってし
まった状況のように感じられる。このとき、こ
ころの深みから新たなイメージが現れる。
さっきまでカムパネルラの座っていた席に
「黒い帽子の大人」がやさしくわらいながらい
る。
「おまへのともだちがどこかへ行ったのだ
らう。あのひとはね、ほんたうにこんや遠く
へ行ったのだ。おまへはもうカムパネルラを
さがしてもむだだ」。
そしてジョバンニがカムパネルラと行きた
いという思いを告げるとこういう。
「あゝ、さうだ。みんながさう考へる。け
れどもいっしょに行けない。そしてみんなが
カムパネルラだ。おまへがあふどんなひとで
もみんな何べんもおまへといっしょに苹果を
たべたり汽車に乗ったりしたのだ。だから
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やっぱりおまへはさっき考へたやうにあらゆ
るひとのいちばんの幸福をさがしみんなと一
しょに早くそこへ行くがいゝ、そこでばかり
おまへはほんたうにカムパネルラといつまで
もいっしょに行けるのだ」。
この「黒い帽子の大人」の言葉、「みんなが
カムパネルラであり、あらゆるひとのいちばん
の幸福へと行けばほんとうにカムパネルラと
いつまでもいっしょに行ける」という言葉は、
賢治が帰依した法華経などの大乗経典に共通
する、現象前の世界、「無」あるいは「空」の
世界を思い起こさせる。そして、石炭袋とは、
「虚無」の孔 19）や「ブラックホールのような恐
怖」20）なのではなく、「無」へと至る孔、華厳
経の「理法界」へと通じる、限りなく「有」の
可能性を秘めた「無」へと通ずる孔なのではな
いだろうか。
では、この「無」「理法界」とは、どのよう
なものなのか。井筒俊彦よれば、以下のように
なる 21）。日常生活で経験する事物、すなわち、
存在論的境界線によって互いに区別されたもの
を、華厳哲学では「事」と名付ける。そして、
意識のレベルを下げ、その存在論的境界線をは
ずしてゆくことにより、あらゆる事物の間の差
別が消えてしまう、要するに、ものが一つもな
くなってしまう境位を、華厳哲学では「空」、
禅では「無」と呼んでいる。このような、もの
それぞれの自立性、すなわち「自性」が否定（「空
化」）された後、今度は、その「空」が、かぎ
りない存在エネルギーの創造的本源として、積
極的に働きだしたものを、「理」と呼ぶ。その「理」
は、いかなる場合でも、常に必ず、その全体を
挙げて「事」的に顕現し、したがって、およそ我々
の経験世界にあるといわれる一切の事物、その
ひとつ一つが、「理」をそっくりそのまま体現
していることになる。また、その一切の事物は、
互いに依りかかり、依りかかられつつ、全部が
一挙に現状するとされる。
この華厳的世界観から見ると、先ほどの「黒
い帽子の大人」の言葉が理解できることになる。
すなわち、意識のレベルが極限まで下がり、「無」
あるいは「理」の世界まで達すれば、存在する
ものすべては一つになり、しかもその境位は時
間をも超えているということになるのである。
そのレベルは、死をも超えている。したがって、
その境位は通常の人間では理解を超えていると
いうことも事実である。さらに、ジョバンニと
「黒い帽子の大人」の会話はつづく。
「あゝぼくはきっとさうします。ぼくはど
うしてそれをもとめたらいゝでせう」「あゝ
わたくしもそれをもとめてゐる。おまへはお
まへの切符をしっかりもっておいで。そして
一しんに勉強しなけぁいけない。おまへは化
学をならったらう。水は酸素と水素からでき
てゐるといふことを知ってゐる。いまはたれ
だってそれを疑やしない。実験して見るとほ
んたうにさうなんだから。けれども昔はそれ
を水銀と塩でできてゐると云ったり、水銀と
硫黄でできてゐると云ったりいろいろ議論し
たのだ。みんながめいめいじぶんの神さまが
ほんたうの神さまだといふだろう、けれども
お互ほかの神さまを信ずる人たちのしたこと
でも涙がこぼれるだらう。それからぼくたち
の心がいゝとかわるいとか議論するだらう。
そして勝負がつかないだらう。けれどももし
おまへがほんたうに勉強して実験でちゃんと
ほんたうの考とうその考とを分けてしまへば
その実験の方法さへきまればもう信仰も化学
も同じやうになる」。
ジョバンニはその名の通り預言者（ジョバン
ニは、聖書に登場するヨハネのイタリア名）と
なった。だが、その神は仏教的真理を語るとと
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もに、さらにその証明に、化学に代表される科
学をもってせよと告げる神であった。この宗教
と科学の接点をもとめる思想は賢治自身のもの
でもあった。
宗教的預言者としてなら、この「黒い帽子の
大人」の言葉をそのまま記すこともいいであろ
う、だが科学者としてこの言葉を記そうとする
ならば、それを何らかの形で証明する必要が生
じるであろうし、宗教的体験である以上すくな
くとも自分自身がそれを体験する必要があるだ
ろう。ジョバンニ（＝賢治）は、その深い内的
体験で「黒い帽子の大人」の言葉を聞いたかも
しれない、しかし「無」の世界それ自体を彼自
身が体験することはなかったのではないか。そ
うであるならば、科学的立場に立ってその経験
を語るというのはとてもむずかしいことにな
り、そのことが最終形でこの部分が削除される
原因の一つとなった可能性はあると思われる。
もちろんこのことだけが理由ではなく、次項で
考察したい。
「黒い帽子の大人」は、仏教的真理を、さら
にはその科学的証明の課題をジョバンニに告げ
た後、一つの体験をさせる。
そのひとは指を一本あげてしづかにそれを
おろしました。するといきなりジョバンニは
自分といふものがじぶんの考といふものが、
汽車やその学者や天の川やみんないっしょに
ぽかっと光ってしぃんとなくなってぽかっと
ともってまたなくなってそしてその一つがぽ
かっとともるとあらゆる広い世界ががらんと
ひらけあらゆる歴史がそなはりすっと消える
ともうがらんとしたたゞもうそれっきりに
なってしまふのを見ました。だんだんそれが
早くなってまもなくすっかりもとのとほりに
なりました。
これは、まさにつかの間の「無」の体験と呼
べるものであるかもしれない。しかし、それは
その身を「無」と一体化し、体現したとまでは
いえないように思われる。なぜなら、ジョバン
ニはまだ石炭袋、「無」の孔に、みずからある
いは導かれて飛び込みそこを通過していないか
ら。そして、ふたたび「黒い帽子の大人」はジョ
バンニに究極的な宗教的課題を与える、
「おまへはあのプレシオスの鎖を解かなけ
ればならない」。
それは、「『無』を体験すること、仏教的に
は解脱、六道輪廻の鎖からの解放を意味し、
その涅槃の境位をみずから経験して後、人々
をそこへと導く」という菩薩の道であるよう
に思われる。ジョバンニもその課題を真摯に
受けとめみずからの課題として宣言する。啓
示のときは終わりに近づく、その時、ジョバ
ンニはいわれる。
「天の川のなかでたった一つのほんたう
の切符を決しておまへはなくしてはいけな
い」。
これは、ジョバンニがふたたび銀河鉄道に乗
らなければならないことを予言しているかのよ
うである。
気がつくとジョバンニは丘にもどって来てい
た。そこにブルカニロ博士が現れて言う。今経
験したことはジョバンニの夢の中で生じたこと
であり、彼の考をジョバンニに伝える実験だっ
たというのだ。そして夢の中で決心したとおり
にまっすぐに進んで行けばいいこと、また相談
したいことがあれば何でもいつでもここへ来
たらいいことを告げた。ジョバンニはむじゃき
にそれに答えた。別れ際に博士は緑いろの紙を
ジョバンニのポケットに入れ、忽然と消え去る。
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ジョバンニは丘をおりていく途中でポケットが
重いことに気づく。博士が、天の切符とともに
母親の牛乳を買えるように金貨を二枚入れてく
れたのだ。
この結末はある意味でハッピーエンドであ
る。しかし、ジョバンニの主体的な経験や思い、
存在は軽いものとなり、すべては、「黒い帽子
の大人」（＝ブルカニロ博士）がアレンジした
夢の体験の被験者としての存在でしかなくなる
ような印象を受ける。もちろん、夢の中でジョ
バンニが菩薩の道を決意したことは事実である
が、その最終的な契機となったカムパネルラと
の別れが事実であったかは明確でないまま物語
は終わる。このことは何を意味するのだろうか。
次項の最終形を考察する中で論じたい。
2-3-3.　最終形
最終形を一読して気づくことは、銀河鉄道に
乗るまでのジョバンニをめぐる環境や心境の冥
さが、初期形から変化していることである。ま
ずこの苛酷さの変化という視点から見ていきた
い。前項で指摘した箇所（Ⓐ～Ⓔ , pp.5-6）に
対応する最終形の箇所が以下の部分である。
Ⓐ ’「ねえ、お母さん。ぼくお父さんはきっと
間もなく帰ってくると思ふよ」「あゝあたしもさ
う思ふ。けれどもおまへはどうしてさう思ふの」
「だって今朝の新聞に今年は北の方の漁は大へん
よかったと書いてあったよ」「あゝだけどねえ、
お父さんは漁へ出てゐないかもしれない」「きっ
と出てゐるよ。お父さんが監獄へ入るようなそ
んな悪いことをした筈がないんだ」。
Ⓑ ’ このごろぼくが、朝にも午后にも仕事が
つらく、学校に出てももうみんなともはきはき
遊ばず、カムパネルラともあんまり物を云はな
いやうになったので、カムパネルラがそれを知っ
て気の毒がってわざと返事をしなかったのだ。
そう考へるとたまらないほど、じぶんもカムパ
ネルラもあはれなやうな気がするのでした。
Ⓒ ’「お母さん、いま帰ったよ。工合悪くな
かったの」ジョバンニは靴をぬぎながら云ひま
した。「あゝジョバンニ、お仕事がひどかった
らう。今日は涼しくてね。わたしはずうっと工
合がいゝよ」。
Ⓓ ’「今晩は、ごめんなさい」ジョバンニは
まっすぐに立ってまた叫びました。するとしば
らくたってから、年老った女の人が、どこか工
合が悪いやうにそろそろと出て来て何か用かと
口の中で云ひました。「あの、今日、牛乳が僕
んとこへ来なかったので、貰ひにあがったんで
す」ジョバンニが一生けん命勢いよく云ひまし
た「いま誰もゐないでわかりません。あしたに
して下さい」その人は、赤い眼の下のとこを擦
りながら、ジョバンニを見おろして云ひました。
「おっかさんが病気なんですから今晩でないと
困るんです」「ではもう少したってから来てく
ださい」その人はもう行ってしまひさうでした。
「さうですか。ではありがたう」。
ⒶからⒶ ’ への移行では、ジョバンニの父が
監獄へ入っていることは母子の会話で打ち消さ
れ、ⒷからⒷ ’ への移行では、仕事のつらさも
カムパネルラが同情の気持ちを示してくれる。
ⒸからⒸ ’ への移行では、お母さんの工合も今
日は悪くない。ⒹからⒹ ’ への移行では、牛乳
も拒否されることなく後から来るように言われ
ただけであった。Ⓔの「ぼくはどこへもあそび
に行くところがない。ぼくはみんなから、まる
で狐のやうに見えるんだ」とつぶやく箇所は消
えている。
初期形が真っ暗闇とすると、最終形には薄
明かりが差している。なぜこのような変化が生
じたのであろうか。2-3-1.「初期形の消失部分」
の冒頭で述べたように、最終形と初期形が異な
る点で大きなものは、①冒頭の新たな 3つの章
（午后の授業、活版所、家）が最終形に加えら
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れたこと、②初期形にあったジョバンニと「黒
い帽子の大人」および「ブルカニロ博士」との
やりとりが最終形では消失したこと、③最終形
の結末における、初期形にはなかった部分の追
加（カムパネルラが溺れたこと、カムパネルラ
の父親が現れ、ジョバンニに彼の父親が帰って
くることを告げたこと）である。上記のⒶ～Ⓔ
からⒶ ’ ～Ⓓ ’ への変化は、①に対応している。
初期形は大正 13 年（1924）に成立し、賢治
の妹とし子の死去の 2年後のことであり、彼女
の死の悲しみの真っただ中で形成されていった
ものである。これに対して、最終形は昭和 6年
（1931）に成立し、彼女の死去の 9年後のこと
であり、そこには有無を言わせぬ時のながれに
よる心境の変化があると思われる。
心理学的に見れば、ボウルビィ（Bowlby, J.）
の悲哀の 4段階 22）（第 1 段階：無感覚の段階、
第 2段階：思慕と探求の段階、第 3段階：混乱
と絶望の段階、第 4段階：再建の段階）によれ
ば、初期形の成立時は、賢治はまだ第 2段階ま
での状態にあったのではないか。第1段階とは、
死を知らされた後、数時間から 1週間継続する
無感覚の段階で、これが非常に強烈な苦悩や怒
りの爆発に終わることがあるとされる。ほとん
どの人が茫然として、程度の差はあれ、死の知
らせを受け入れられないものと感じる。第 2段
階とは、失った人物を思慕し探し求めることが
数ヶ月そしてときには数年つづく段階で、落ち
つきのない探求、持続的な希望、繰り返される
悲観、嘆き、怒り、非難や忘恩は、この段階の
特徴であり、失われた人を見つけて取り戻した
いという強い衝動のあらわれであると考えられ
る。
初期形では、すでに指摘したように、ジョバ
ンニを取り巻く環境は苛酷で冥く、深い孤独の
中に彼はいる。そして、なによりカムパネルラ
の死は、結局明らかにされていない。ジョバン
ニも主体的に自らそれを受けとめてこれからの
人生を歩むようには感じられない。これは作者
の賢治自身がカムパネルラ（＝妹とし子）の死
を受けいれられていない状態であることを表し
ているように思われる。
これに対して最終形では、環境も孤独感もや
わらいでいる。それは、9年間という年月をへ
て賢治の心境が変化したことも影響しているよ
うに思われる。すなわち、悲哀の 4段階の第 4
段階に至っていたのではないか。第3段階では、
喪失が永続的な事実であり、自分の生活は再建
されなければならないことを認めて受け入れる
ようになる。しかし、希望の断念は、抑うつや
無感動の状態を不可避にもたらすとする。第 4
段階とは、第 3段階の窮地を過ぎると、残され
た者は新しい生活技術を得る為に自己の生活を
再建する必要があることに気づくようになる。
賢治が最終形を改稿してゆく中で、どの程
度まで第 4段階の情況に至っていたかは分から
ないが、すくなくとも妹とし子の死の事実は受
け入れられ、初期形のときよりもこころの安定
は得られており、それが最終形のトーンにも影
響を与えているように感じられる。それは、最
終形でカムパネルラの死の事実が書きこまれ、
ジョバンニが悲しみとともにそれをしっかりと
受け止めている姿からもうかがわれると思う。
次に、②ジョバンニと「黒い帽子の大人」お
よび「ブルカニロ博士」とのやりとりの消失と
③結末部分における追加（カムパネルラが溺れ
たこと、カムパネルラの父親が現れ、ジョバン
ニに彼の父親が帰ってくることを告げたこと）
について考察したい。
さきほど述べたように、最終形の成立は昭和
6年（1931）とされるが、これ以前の昭和 3年
（1928）に賢治は結核を発病しており、この最
終形は病臥の中で改稿が進められたものと思わ
れる。賢治は昭和 8年（1933）に死去している。
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このように最終形は、賢治自身の死が近づきつ
つあるのを感じながら形成されていったもので
ある。
前項で述べたように、ジョバンニに仏教的真
理を語った神は、その証明に、化学に代表され
る科学をもってせよと告げる神でもあった。こ
の宗教と科学の接点をもとめる思想は賢治自身
のものでもあったが、2013 年の現在でも、理
論物理学やトランスパーソナル心理学などに動
きは見られるもののまだ緒についたばかりとい
う状態であり、賢治のこの時期にはとうてい望
むべくもないものであったはずである。そのよ
うな状況のなかで、しかも自身の死を感じつつ、
賢治は、大切な人を失ってなお生を充実して生
き、安心して死んでゆくために人間にとって必
要なこころのあり方はどういうものかを考えた
のではなかったか。そういう視点で最終形は描
かれたように思われる。
ジョバンニ（＝賢治）は、自らのこころの深
い領域からの呼びかけと接触により、カムパネ
ルラ（＝妹とし子）の死出の旅路に同行した。
そこで彼は、現実世界と異なる次元のさまざま
な世界を旅し、またそこに住むいろいろな人び
とにも出会った。そしてなによりも、石炭袋の
そばにあるきれいな野原、ほんとうの天上にカ
ムパネルラがいることを彼は体験し、感じるこ
とができる。
仏教的真理をその身に体現せずとも、銀河の
果てにいるカムパネルラの存在を心から感じら
れるだけで、ジョバンニは充分この世の生を全
うできると賢治は考えたのではないだろうか。
「黒い帽子の大人」と「ブルカニロ博士」のイメー
ジは、ジョバンニに内在化され、それは現実世
界に、「ジョバンニの父」と「カムパネルラの
父」として現れるのである。こころの深い領域、
普遍的無意識の「救済者」のイメージにつなが
るとき、そのイメージは、普遍的無意識を通じ
て、「彼を取り巻くすべて」、すなわち、「世界」
に具体的存在として現れるのである。
大切な人を失い悲傷の中にいるジョバンニを
癒すため、世界がうごくのである。そのように
世界がうごくことを賢治は描きたかったように
思われる。
3.　おわりに
前章で見てきたように、ジョバンニを取り巻
く環境は冥い。彼は深い孤独感をいだきながら、
丘の上、天気輪の柱まで導かれ、つめたい草の
上に身を投げ出す。その時に生じたカムパネル
ラの事故、そして二人の互いを思う気持ちによ
り、こころの深い領域から呼びかけられ、カム
パネルラの死出によりそうジョバンニの内界の
旅がはじまる。
カムパネルラに最後まで同行することはでき
なかったが、石炭袋のそばにあるきれいな野原、
ほんとうの天上にカムパネルラがいることを彼
は体験し、感じることができる。そして、「黒
い帽子の大人」と「ブルカニロ博士」とも出
会えた。彼らのイメージは、ジョバンニに内在
化され、それは現実世界に、「ジョバンニの父」
と「カムパネルラの父」として現れるのである。
本論文の冒頭で、「物語」を優秀な事例報告
という視点で見た場合、その物語における主人
公の内的過程を、かなしみを抱えた一人のクラ
イエントの心の過程と見ることもできるのでは
ないのだろうかと述べた。これは、ジョバンニ
の心の旅路にそのまま当てはまるように感じら
れる。大切な人を失ったかなしみから人が立ち
直るには、このような内的過程を経ることが必
要に思われるのである。
村上春樹は、小説を書くというのは、多くの
部分で自己治癒的な行為であると思うと述べて
いる 23）。賢治もその類稀な宗教性と文学性によ
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り、妹とし子を失ったかなしみを、自らをジョ
バンニに託して『銀河鉄道の夜』を創造するこ
とにより浄化したのではないだろうか。
ここで、晩年の河合が述べている「終結像」
を紹介したい 24）。まず、終結のための指標とし
て次のことが挙げられている。（1）主訴の解決、
悩みの種であったことが解決、解消する、症状
が消失する。（2）セラピストがクライエントの
心理的課題と考えていたことが達成される。さ
らに、このような指標に加えて、自己実現、人
格の成長をも考慮すると、クライエントと定期
的に会うか、会わなくなるか、という差はある
にしても、本質的には「関係」は永続している、
と考えるとする。この「関係」はその人のこと
をいつも考えているというレベルではなく、心
の極めて深いレベルでのつながりであって、「た
ましい」のレベルという表現もできるかもしれ
ないとする。
ここで述べられた「たましい」とはどのよう
なものであるのか。河合によれば、「たましい」
とは、ユング心理学の核心である「自己（セル
フ）」に対峙するものであり、「よりよきものへ
と変える」ことよりも、「そこにあるものを、
それ自身の内へと深める」ことを強調するもの
であるとする 25）。また、死後生とのかかわりで、
人間が死んだ場合、その人の身体や意識は消滅
することは明らかであり、死後生を考えるため
には、身体や意識の存在を超えて連続性をもつ
何らかの存在を仮定しなければならない。それ
を「たましい」と呼び、それによって、人間は
自分という存在を永続的な何かとのかかわりの
なかに定位することができ、安心することがで
きると述べている。
ここで河合が述べる、「たましい」とかかわ
り、その支えを得て、安心することができると
いう「終結像」は、ジョバンニが銀河鉄道の旅
路を終えて行きついた姿に通底しているように
感じられる。かなしみを抱えたクライエントが、
特に死にまつわるつらさを抱えたクライエント
が、このジョバンニのたどったような内的旅路
をへて帰りつけるようによりそうことが、心理
療法家に要請されるように思われるのである。
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Abstract
The Significance of Psychotherapy: Considering the 
Meaning of Kenji Miyazawa’s 
“Ginga-Tetsudo-No-Yoru (Night on the Milky Way Train)”
Akira KITAGAWA
The story “Ginga-Tetsudo-No-Yoru (Night on the Milky Way Train)” is a very famous 
literary work and is said to be one of the masterpieces of Kenji Miyazawa (hereinafter, Kenji). 
By many critics its theme has been discussed from various viewpoints, including the similarity 
to the Orpheus myth, the birth of a poet who has returned through the death world, the corpus 
of Kenji’s literature inquiring the fundamental way of life, and the religious allegory of Kenji’
s world view. This work has ‘the Early Form (the third version)’ other than ‘the Last Form (the 
fourth version).’ The former, which is known little, seems to reflect Kenji’s religious view more 
than the latter. In this essay, the meaning of the change from the ‘the Early Form’ to ‘the Last 
Form’ is considered first. By many critics this has also been disputed from various viewpoints 
such as the disappearance of the most important point in ‘the Early Form,’ the emphasis on the 
solitude of Giovanni, the main character of this work, the subsistence of the ethical motif, the 
emphasis on the austerities as Bodhisattva, and so on. The writer remarks that the reason of its 
change is due to Kenji’s view of searching after the point of contact between religion and science 
and time passing after the death of Kenji’s sister, Toshiko. Second, what Kenji intended to　tell 
through this work is viewed. Even if a person does not personify the religious truth, he can live 
peacefully by relating to the deep layer of his psyche, ‘Tamashii (soul),’ and getting the support 
from it. Last, it is illustrated that the mental condition of Giovanni, reached through the voyage 
is deeply related to that of the client at the end of his psychotherapy. And the writer states that 
the significance of psychotherapy lies in the therapist’s accompanying his client to let him follow 
the mental process similar to that of Giovanni.
Key words : Kenji Miyazawa, “Ginga-Tetsudo-No-Yoru (Night on the Milky Way Train),” ‘Tamashii 
(soul),’ the mental condition of the client at the end of his psychotherapy
